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（
加
工
施
設
に
対
す
る
検
査
試
験
）

第
五
十
条

加
工
事
業
者
は
、
加
工
施
設
が
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
、
加
工
施
設
に
対

し
て
検
査
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

加
工
事
業
者
は
、
前
項
の
検
査
試
験
を
、
個
別
業
務
計
画
及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
手
順
書

に
従
っ
て
、
個
別
業
務
の
実
施
に
係
る
プ
ロ
セ
ス
の
適
切
な
段
階
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

加
工
事
業
者
は
、
検
査
試
験
の
適
否
決
定
基
準
へ
の
適
合
性
の
証
拠
と
な
る
検
査
試
験
の
結
果
に
係
る
記
録
等
を

作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

加
工
事
業
者
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認
を
行
っ
た
者
を
特
定
す
る
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ

を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

加
工
事
業
者
は
、
個
別
業
務
計
画
に
基
づ
く
検
査
試
験
を
支
障
な
く
完
了
す
る
ま
で
は
、
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階

に
進
む
こ
と
の
承
認
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

加
工
事
業
者
は
、
個
別
業
務
及
び
加
工
施
設
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
検
査
試
験
を
行
う
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
検
査
試
験
を
行
う
者
の
独
立
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
適
合
の
管
理
）

第
五
十
一
条

加
工
事
業
者
は
、
要
求
事
項
に
適
合
し
な
い
個
別
業
務
又
は
加
工
施
設
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
よ

う
、
当
該
個
別
業
務
又
は
加
工
施
設
を
識
別
し
、
こ
れ
が
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

加
工
事
業
者
は
、
不
適
合
の
処
理
に
係
る
管
理
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
責
任
及
び
権
限
を
手
順
書
に
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

加
工
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
不
適
合
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

発
見
さ
れ
た
不
適
合
を
除
去
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二

個
別
業
務
の
実
施
、
加
工
施
設
の
使
用
又
は
プ
ロ
セ
ス
の
次
の
段
階
に
進
む
こ
と
の
承
認
を
行
う
こ
と
（
以
下

「
特
別
採
用
」
と
い
う
。）。

三

本
来
の
意
図
さ
れ
た
使
用
又
は
適
用
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

個
別
業
務
の
実
施
後
に
不
適
合
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
不
適
合
に
よ
る
影
響
又
は
起
こ
り
得
る

影
響
に
対
し
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

４

加
工
事
業
者
は
、
不
適
合
の
内
容
の
記
録
及
び
当
該
不
適
合
に
対
し
て
講
じ
た
措
置
（
特
別
採
用
を
含
む
。）の
記

録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

加
工
事
業
者
は
、
不
適
合
に
対
す
る
修
正
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
修
正
後
の
個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の

適
合
性
を
実
証
す
る
た
め
の
再
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
デ
ー
タ
の
分
析
）

第
五
十
二
条

加
工
事
業
者
は
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
が
適
切
か
つ
実
効
性
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
す

る
た
め
、
及
び
そ
の
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
実
効
性
の
改
善
の
余
地
を
評
価
す
る
た
め
に
、適
切
な
デ
ー
タ（
監

視
測
定
の
結
果
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
及
び
そ
れ
以
外
の
関
連
情
報
源
か
ら
の
デ
ー
タ
を
含
む
。）を
明
確
に
し
、
収

集
し
、
及
び
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

加
工
事
業
者
は
、
前
項
の
デ
ー
タ
の
分
析
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
情
報
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
四
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
方
法
に
よ
り
収
集
す
る
加
工
施
設
の
外
部
の
者
か
ら
の
意
見

二

個
別
業
務
等
要
求
事
項
へ
の
適
合
性

三

プ
ロ
セ
ス
、
加
工
施
設
の
特
性
及
び
傾
向
（
予
防
処
置
を
行
う
端
緒
と
な
る
も
の
を
含
む
。）

四

調
達
物
品
等
の
供
給
者
の
供
給
能
力

（
改
善
）

第
五
十
三
条

加
工
事
業
者
は
、
そ
の
品
質
方
針
、
品
質
目
標
、
内
部
監
査
の
結
果
、
デ
ー
タ
の
分
析
、
是
正
処
置
、

予
防
処
置
及
び
経
営
責
任
者
照
査
の
活
用
を
通
じ
て
、
品
質
管
理
監
督
シ
ス
テ
ム
の
妥
当
性
及
び
実
効
性
を
維
持
す

る
た
め
に
変
更
が
必
要
な
事
項
を
全
て
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
当
該
変
更
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
是
正
処
置
）

第
五
十
四
条

加
工
事
業
者
は
、
発
見
さ
れ
た
不
適
合
に
よ
る
影
響
に
照
ら
し
、
適
切
な
是
正
処
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
原
子
力
の
安
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
発
生
し
た
根
本
的
な
原

因
を
究
明
す
る
た
め
に
行
う
分
析
（
以
下
「
根
本
原
因
分
析
」
と
い
う
。）を
、
手
順
を
確
立
し
た
上
で
、
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

加
工
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
求
事
項
を
規
定
し
た
是
正
処
置
手
順
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

不
適
合
の
照
査

二

不
適
合
の
原
因
の
明
確
化

三

不
適
合
が
再
発
し
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
の
必
要
性
の
評
価

四

所
要
の
是
正
処
置
（
文
書
の
更
新
を
含
む
。）の
明
確
化
及
び
実
施

五

是
正
処
置
に
関
し
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
及
び
当
該
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
是
正
処
置

の
結
果
の
記
録

六

講
じ
た
是
正
処
置
及
び
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
照
査

（
予
防
処
置
）

第
五
十
五
条

加
工
事
業
者
は
、
起
こ
り
得
る
問
題
の
影
響
に
照
ら
し
、
適
切
な
予
防
処
置
を
明
確
に
し
て
、
こ
れ
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
自
ら
の
加
工
施
設
に
お
け
る
保
安
活
動
の
実
施
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
知
見
の
み
な
ら
ず
他
の
施
設
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
適
切
に
反
映
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

加
工
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
求
事
項
（
根
本
原
因
分
析
に
係
る
要
求
事
項
を
含
む
。）を
定
め
た
予
防
処
置
手

順
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

起
こ
り
得
る
不
適
合
及
び
そ
の
原
因
の
明
確
化

二

予
防
処
置
の
必
要
性
の
評
価

三

所
要
の
予
防
処
置
の
明
確
化
及
び
実
施

四

予
防
処
置
に
関
し
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
結
果
及
び
当
該
結
果
に
基
づ
き
講
じ
た
予
防
処
置

の
結
果
の
記
録

五

講
じ
た
予
防
処
置
及
び
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
の
照
査

附

則

こ
の
規
則
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
四
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
八
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
九
号

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
六

条
の
四
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
加
工
施
設
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
六
日

原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

田
中

俊
一

加
工
施
設
の
性
能
に
係
る
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

安
全
機
能
を
有
す
る
施
設
（
第
三
条
e

第
二
十
四
条
）

第
三
章

重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
第
二
十
五
条
e

第
三
十
八
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
定
義
）

第
一
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）、
核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業
に
関
す
る
規
則（
昭
和
四
十
一
年
総
理
府
令
第
三
十
七
号
。

以
下
「
加
工
規
則
」
と
い
う
。）及
び
加
工
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
十
七
号
。
以
下
「
事
業
許
可
基
準
規
則
」
と
い
う
。）に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に

よ
る
。

（
特
殊
な
方
法
に
よ
る
施
設
）

第
二
条

特
殊
な
方
法
に
よ
る
施
設
に
つ
い
て
加
工
施
設
の
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭

和
六
十
二
年
総
理
府
令
第
十
号
）第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
規
制
委
員
会
の
認
可
を
受
け
た
場
合
は
、

こ
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
認
可
に
係
る
基
準
を
も
っ
て
法
第
十
六
条
の
四
の
二
の
技
術
上
の
基
準
と

す
る
。
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